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口摂取可能な SFA配糖体である sulforaphane glucosi-
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実験 1 : 初代培養系を用いた骨芽および破骨細胞分化に
対する ITC類の影響解析








ファターゼ（tartrate-resistant acid phosphatase : TRAP）
染色法により評価した。また，破骨細胞分化に必要な分





破骨細胞分化関連分子である NFATc1, TRAP, Ctsk発
現も同様に抑制した。
























SFE より抑制効果が低かったことから，先ず ERN を
外し，また，SFAと SFEについては，ほぼ同等の様相
を呈したが，動物試験に使用する試料が SFA配糖体で
あることから，今後の in vitro試験では，SFA を中心
に解析を行った。




溶性 RANKL（sRANKL : 50ng/ml）による破骨細胞分
化誘導を行い，SFA の破骨細胞分化に対する影響を
TRAP 染色法にて評価した。また，主要な破骨細胞分
化関連分子群（c-Fos, NFATc1, TRAP, Ctsk）を real-
time PCR 法，破骨細胞分化刺激分子である JNK,
















































い，SFA 配糖体である sulforaphane glucosinolate
（SGS : カゴメ（株）社製）を含むブロッコリースプラウ
トパウダーの作用を検討した。








全体，皮質骨・海綿骨領域 BMDは Sham群に比し OVX
群で低値を示したが，SGS投与による影響は認められ
なかった。
実験 3-2 : 続発性骨粗鬆症モデル動物に対する SFA配
糖体投与の影響
被験動物として 8週齢雄性 Wistar（CTL 群），続発
性骨粗鬆症モデル（II 型糖尿病）の Goto-Kakizaki


































抑制は，SFA による OSCAR の発現抑制に関連した
STAT1のリン酸化に起因する可能性を示した。また，
in vivo系では，エストロゲン欠乏の原発性ではなく，
慢性炎症を伴う続発性骨粗鬆症モデルの骨密度減少を抑
制したことから，SFAはエストロゲン非依存的新規経
路を介して破骨細胞分化を制御し，骨量減少を抑制する
可能性が示唆された。よって審査員一同は，髙木智弘氏
に博士（食品栄養学）の学位を授与する価値があると判
断した。
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